
第７回瑞穂町行政評価委員会 次第 

 

日 時 平成２４年６月２７日（水）午前１０時 

場 所 瑞穂町民会館第１会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

（１）平成２３年度事務事業評価シートの外部評価について 

  ①【ごみ収集とごみ減量対策事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 ②【保育園運営業務】 

 

 

 

 

 

 

 

 ③【学力向上事業】 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

 



 

　 ●

【長期総合計画における進捗状況評価】※年度終了後に記入

　

　

●

　

Ｅ当初の計画より遅れている、または取り組んでいない

Ｆ当該事業実施の必要性がなくなった

平成 23 年度事務事業評価シート
№

家庭ごみ一部有料化・戸別収集を実施するとともに、事業系一般廃棄物については適正に
処理手数料を徴収する。また、ごみの分別に向け積極的にＰＲすることにより、分別収集
体系の堅持と再資源化を促進し、ごみの減量を目指す。
事業構成
・廃棄物減量等推進審議会…廃棄物減量及び再利用の促進に関する事項を審議する。諮問
事項がなくても、ごみ減量の状況等を報告し、意見を伺う。
・資源物集団回収の充実…再資源化を推進する子ども会・町内会が行う集団回収を支援す
る。
・分別収集の周知…ごみ分別が徹底された回収を行うために、住民がわかり易く、また使
いやすいごみカレンダー・分別事典を作成する。
・ごみ収集委託…委託業者の適正な人員・車両配置や収集員の資質向上を指導する。
・瑞穂町一般廃棄物処理基本計画改訂…西多摩衛生組合及び構成市町共同で作成する

ごみ量と処理経費は年々増加の一途を辿っていた。ごみ減量と資源化の促進のため、平成
16年10月より家庭ごみ一部有料化・戸別収集・資源物収集品目の追加と、事業系一般廃棄
物処理手数料の適正な改定を行った。

ごみ・し尿 全部委託

進
捗
状
況
評
価

説
明

　一般ごみの戸別収集については、委託業者により
安定的な収集を実施できたが、ごみ総量については
平成22年度と比べて平成23年度は1.7％の増となっ
た。原因を究明し、平成24年度の施策に反映させ、
引き続きごみの減量に努めたい。

Ａ目標を達成し施策（事業）は完了し、目的の効果を挙げた

Ｂ目標を達成し施策（事業）は完了したが、当初予定してい
た成果とは異なった、もしくは不明

Ｃ順調に進捗し、期待通りの成果をあげている

Ｄ順調に進捗しているが、期待していた成果とは異なる、も
しくは不明

民間委託の形態 一部委託

住民部　環境課　清掃係担当部署

資料Ｎｏ ①

「瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」「資源物回収団体奨励金交付要綱」「家庭ご
み一部有料化・戸別収集実施計画」

　内容・目的

（どのようなこ
とを行っている
のか・どのよう
な状態にしよう
としているの
か）

事務事業名 ごみ収集とごみ減量対策事業

事
業
概
要

ごみの減量・分別収集体系の堅持 事業期間

平成16年10月より家庭ごみ一部有料化・戸別収集等ごみ減量に資する施策を導入し、所期
目標どおりの減量に成功した。しかし、まだまだ当町の単位ごみ量は多摩地区の中でも少
ない部類とはいえず、今後も分別体系を堅持し、さらなるごみ減量を目指す必要がある。
事業系ごみの増加抑制も抜き打ち検査の実施等により、平成21年度はおよそ全体で601
ｔ、事業系ごみについても270ｔの減量に成功したため、引き続き継続する必要がある。

分野名

　　経　緯

（いつからどの
ように始まった
のか）

課　題

（どのような問
題があるのか）

大項目 ごみの減量と再資源化 実施計画書掲載 ○

小項目

根拠計画及び
根拠法令

 



年度

【目標・成果等】※「目標」はシート作成時、「成果」「今後改善すべき点」「今後の方向性」は年度終了後に記入
　

　

●

　

　

●

　

　

●

　

　

Ａ拡大

　Ｂ現状のまま継続

●Ｃ手段等の見直し

　Ｄ縮小

　Ｅ廃止・休止

　Ｆ完了・終了

 【事業の適正性】※シート作成時に記入

●必要である
必要ではない

　必要である
●必要ではない

　 Ａ新規予算計上 Ａ新規予算計上

　 Ｂ前年度予算を超えて事務事業を新設・拡大を行う Ｂ前年度予算を超えて事務事業を新設・拡大を行う

Ｃ前年度予算内で事務事業を新設・拡大を行う Ｃ前年度予算内で事務事業を新設・拡大を行う

● Ｄ前年どおりの維持 ● Ｄ前年どおりの維持

　 Ｅ前年度予算内で事務事業を縮小または効率化を図って行う Ｅ前年度予算内で事務事業を縮小または効率化を図って行う

　 Ｆ予算措置を伴わない、事務事業の内部の調査・検討・実施を行う Ｆ予算措置を伴わない、事務事業の内部の調査・検討・実施を行う

　 Ｇ統廃合を含めて、事務事業の中止・休止・廃止を行う Ｇ統廃合を含めて、事務事業の中止・休止・廃止を行う

【連携内容・意見等】※シート作成時、その後は随時記入

№

ごみ減量に向け、建設課公園係が実施している樹木の剪定枝をチップ化している。

廃棄物減量推進審議会より「ノー（NO）レジ袋・マイバッグキャンペーン」について答申があり、排出抑制に向けた意
識改革を促すよう指示があった。

査　定

ごみの増加を抑制するためには、啓発活動が必要不可欠であ
る。引き続き、分別の徹底、発生抑制などごみの減量につい
て、積極的なPR活動を行い啓発に努めることが必要である。

説
明

説
明

・ごみの分別を徹底するとともに、発生の抑制に努める。また再使用・
再利用を促進し、資源化の向上に努め、ごみ減量を目指す。
・資源物回収団体奨励金の回収品目の追加を検討する。

・ごみの分別の徹底については、収集業務の委託業者と連携して随時排出者に指導を行った。収集業者会議を
開催し、日頃の分別状況等について情報交換を行い、広報みずほ等による啓発に反映させた。
・資源物回収団体奨励金の回収品目の追加については、子ども会等の集団回収量が減ってきているため、品目
を追加する時期ではないと判断し検討の結果見送った。

他課等との
連携内容

町民・議員・
各種団体から
の意見等

評
　
価

年　度
目　標

瑞穂町のごみ量を維持していくには、有料化と戸別収集は有
効な手段である。

年　度
成　果

今　後
改善すべき点

予算
・
人員

一層のごみ減量化と資源化率の向上を目指し、積極的なPR活
動行い、分別の徹底や発生抑制に努めることが必要である。
また、今後も分別体系を堅持し、さらなるごみ減量を目指す
必要がある。

有料化・戸別収集等ごみ減量に効果がある施策を導入し、ご
み排出量を抑えることに成功した。しかし、ごみ収集経費、
中間処理経費のみならず西多摩衛生組合分賦金、東京都たま
広域資源循環組合負担金の縮減を目指し、さらなるごみの減
量に取り組んでいく必要がある。

総　括

評
　
価

内容
・
方法

主　管　課

民間活力導入の必要性

人員増の必要性

ごみ収集経費については、戸別収集方式に変更することによ
り経費が増加した。しかし、同時に収集経費の積算を基本的
に従量制にしたので、今後ごみが減量されれば、経費は縮減
できる仕組みになった。人員については、有料化・戸別収集
が導入され、また有料袋関係事務等が追加されたが、順調に
推移しているため現状人員で対応可能である。

今後の方向性

・ごみの分別の徹底については、平成24年度に入り早急にごみ収集者会議を開催した。また、広報誌の「環境
特集号」の発行や、全町一斉清掃にあわせてﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞと西多摩衛生組合の施設見学会を開催し、住民等にご
みの減量に対する協力を求めた。
・資源物回収団体奨励金については、品目の追加以前に実施団体に対して取組みの一層の充実や継続を求めて
いきたい。

説
明

　平成22年度に比べて平成23年度は、ごみ総量が増加してしまった。近隣市でも増加してお
り、原因の１つとして東日本大震災、放射能問題、大型台風、集中豪雨などの自然災害の影響
も考えれられる。しかし、これを機会に一般廃棄物処理基本計画に基づいた施策を実施し、再
度ごみの減量、集団回収の充実、分別収集体系の堅持、事業系ごみの排出抑制等に取り組んで
いく。

説
明

町から支出する補助金や諸団体への負担金を見直すととも
に、委託料や光熱水費等の内容を再度精査し、適正な執行額
を計上することが必要です。また、現在、一般財源で行って
いる事業については、国や都、諸団体等からの補助金の確保
に努める必要がある。
人員については現状維持が原則ですが、事業内容によって人
員の増強が必要な場合は、課内あるいは部内での配置換え等
による対応を行うとともに、外部委託など効率性を重視した
新たな事業展開への創意工夫が必要である。

Ａ町長公約あるいは当該年度重要事業　

Ｂ当該年度に新規を含む事業

住民部　環境課　清掃係担当部署ごみ収集とごみ減量対策事業

Ａ目標を上回って達成できた。

Ｂ目標をほぼ達成できた。

Ｃ検討中

Ｄ未実施

23 事務事業名

Ｃ継続事業　

Ｄ規模を縮小していく事業　

Ｃ目標を半分まで達成できた。

Ｄ目標を一部しか達成できなかった。

Ａ実施済（中）

Ｂ一部実施



【評価指標】

【予算・決算等の状況】

【住民等との協働に関する状況】

実施中

実施予定

検討中

未検討

協働できない

該当に●を入力 シート事業全部の場合、シート事業全部に「●」を入力

一部の場合、事業名を入力

H23

№

H25

37.9 37.9

（単位：千円）

目　標　値 単位 %

実　績　値 単位 %

自治体名

H24

862.1

H22

830

793.8

897.4

H23

コメント

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

390

18,74618,746 18,746 187,356 187,356 187,34118,77418,684

1,840 1,840 1,538 1,538 1,482 1,8402,0661,663

3,587 5,388 5,3885,3685,453 5,388

114

5,3685,388 5,3884,626

114 114 171 114114

当初要求 査定後 決算見込額 行評要求行評要求予算額 行評要求 実計掲載決算額決算額

26,145 194,433 194,433 192,581 26,08826,079 26,14525,97026,285

32以上 37.9

35.6

37.9

コメント

羽村市の数値は「多摩地域ごみ実態調査（財団法人東京市町村自治調査会）」による。
Ｈ22以前の目標値は、平成12年3月策定の「瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」に掲載されている目標数値である。
Ｈ23以降の目標値は、「第4次瑞穂町長期総合計画」及び平成24年3月策定予定の「一般廃棄物処理基本計画」に掲載されている目標数値である。
多摩地域全体の総資源化率は37.6%である。

羽村市

194,433 194,433 192,58126,079 26,145 26,145

H21 H22

生ごみ処理機器購入費助成事業

H24 H25

26,285 25,970

羽村市の数値は「多摩地域ごみ実態調査（財団法人東京市町村自治調査会）」による。
Ｈ22以前の目標値は、平成12年3月策定の「瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」に掲載されている目標数値である。
Ｈ23以降の目標値は、「第4次瑞穂町長期総合計画」及び平成24年3月策定予定の「一般廃棄物処理基本計画」に掲載されている目標数値である。
多摩地域全体の１人１日当りのごみ量は740.2ｇである。

事業費 26,123

指
標
②

羽村市

目　標　値

35.5

830

35.3

H20 H21

1,002.5

H19

32以上

35.7

32以上

35.6

1,831

18,746

内
訳

一般財源

予
算
・
決
算
及
び
コ
メ
ン
ト

予算・決算等の構成

廃棄物減量等推進審議会事務

資源物集団回収の充実

ごみ収集の分別区分と収集日の周知

コメント

ごみ収集委託 18,495

決算額

地方債及びその他の特定財源

都支出金

国庫支出金

年度 H18

28,332

57

5,896

90

3,469

4,947

1,966

371415

18,866

254

決算額

26,123

指標名 総資源化率(集団回収を含めた資源化率)

830

指標名 町民1人1日当りのごみ量

他自治体の状況 自治体名

実　績　値 単位 ｇ

他自治体の状況指
標
①

830

H18

単位 ｇ

32以上

830

32以上

862.1 862.1

26,088 26,088

26,088

171 171 171 171

18,746

1,840

事務事業名 ごみ収集とごみ減量対策事業

担当部署 住民部　環境課　清掃係

921.8 876.8 845.6

H19 H20

28,332

平成23年度は、「一般廃棄物処理基本計画」の
改定があり、その内容を審議したため、通常は
年2回の審議会を年3回開催した。

協働状況
（予定）

協働事業名
（予定）

● 子ども会、町内会等が行う集団回収を支援
することで、ごみ再資源化の意識が広く浸
透することが期待される。
委託業者と連携し、分別収集体系を堅持す
る。

一部

シート事業全部

協働による効果
（見込み）

資源物集団回収

ごみ収集委託

806.4

37.3 38.1 38.4 38.2

H18

977.3 932.01,008.9



 

●

【長期総合計画における進捗状況評価】※年度終了後に記入

　

　

●

　

　

平成 23 年度事務事業評価シート
№

進
捗
状
況
評
価

説
明

とのがや保育園の開設、認可保育所定員の弾力化、
認証保育所への誘導等により、年度末（平成２４年
４月１日現在）での入所待機児童を解消し、目標を
達成することができた。引き続き、待機児童数ゼロ
の状態を継続させる。また、様々な保育ニーズがあ
り、東日本大震災の影響による土・日勤務の家庭の
臨時保育、健康維持を目的とした加湿機能付空気清
浄機の設置等対応した。

Ａ目標を達成し施策（事業）は完了し、目的の効果を挙げた

Ｂ目標を達成し施策（事業）は完了したが、当初予定してい
た成果とは異なった、もしくは不明

Ｃ順調に進捗し、期待通りの成果をあげている

Ｄ順調に進捗しているが、期待していた成果とは異なる、も
しくは不明

Ｅ当初の計画より遅れている、または取り組んでいない

Ｆ当該事業実施の必要性がなくなった

待機児童の解消を目指し、保育所定員の弾力化を図るとともに、多様化する保育ニーズに
対し柔軟な受け入れを実現できるよう対応する必要がある。

民間委託の形態

福祉部　福祉課　児童係担当部署

資料Ｎｏ ②

一部委託

国全体の少子高齢化により、子どもの数が減少する一方、女性の社会進出や核家族化等か
ら保育所への入所希望が増加し、保育ニーズも多様化してきている。このように変化する
保育ニーズに対し、多様かつ良質なサービスを提供する必要がある。
・平成１８年４月　瑞穂町立むさしの保育園指定管理者委託
・平成２０年４月　瑞穂町立石畑保育園指定管理者委託

児童福祉 全部委託

児童福祉法　瑞穂町保育園の設置及び管理に関する条例　瑞穂町保育の実施に関する条例

　内容・目的

（どのようなこ
とを行っている
のか・どのよう
な状態にしよう
としているの
か）

事務事業名 保育園運営業務

事
業
概
要

多様化するニーズに対応した保育サービスの提供 事業期間 平成15年度～

瑞穂町には公立２園、私立４園の認可保育所があり、６園すべてが民間の運営となってい
る。平成２３年度からとのがや保育園が開設され、私立１園が追加となり７園となった。
民間活力の導入により保護者ニーズに柔軟に対応するとともに、法人のノウハウ、活力を
活かし町全体の保育サービスの拡充につなげる施策を考える必要がある。

事業構成
・園長会議（年６回）…各園の取り組み、待機児童対策、気になる子への対応、町事業へ
の参加等について、情報提供及び意見交換を実施。
・給食研究会（年１回）…コミュニティセンターにて、認可保育所及び認証保育所の調理
員等を対象に、講師を招きアレルギー対応や栄養バランスを考えた調理実習を実施。
・子育て講演会（年１回）…新保育指針、工作、運動等について、講師による講演・実習
を実施。

分野名

　　経　緯

（いつからどの
ように始まった
のか）

課　題

（どのような問
題があるのか）

大項目 すべての子育て家庭への支援 実施計画書掲載 ○

小項目

根拠計画及び
根拠法令

 



年度

【目標・成果等】※「目標」はシート作成時、「成果」「今後改善すべき点」「今後の方向性」は年度終了後に記入
　

●

　

　

●

　

　

　

●

　

Ａ拡大

●Ｂ現状のまま継続

　Ｃ手段等の見直し

　Ｄ縮小

　Ｅ廃止・休止

　Ｆ完了・終了

 【事業の適正性】※シート作成時に記入

●必要である
必要ではない

　必要である
●必要ではない

　 Ａ新規予算計上 　 Ａ新規予算計上

　 Ｂ前年度予算を超えて事務事業を新設・拡大を行う 　 Ｂ前年度予算を超えて事務事業を新設・拡大を行う

Ｃ前年度予算内で事務事業を新設・拡大を行う 　 Ｃ前年度予算内で事務事業を新設・拡大を行う

● Ｄ前年どおりの維持 ● Ｄ前年どおりの維持

　 Ｅ前年度予算内で事務事業を縮小または効率化を図って行う 　 Ｅ前年度予算内で事務事業を縮小または効率化を図って行う

　 Ｆ予算措置を伴わない、事務事業の内部の調査・検討・実施を行う 　 Ｆ予算措置を伴わない、事務事業の内部の調査・検討・実施を行う

　 Ｇ統廃合を含めて、事務事業の中止・休止・廃止を行う 　 Ｇ統廃合を含めて、事務事業の中止・休止・廃止を行う

【連携内容・意見等】※シート作成時、その後は随時記入

№

児童虐待等の早期発見・通報に対し、児童相談所、健康課、子ども家庭支援センター、保育園と連携している。

電話や窓口等において、保育園の入園・待機児童の状況について問合せがあった。

査　定

保育ニーズの多様化に柔軟に対応するためにも、引き続き事
業を推進するとともに、保育所定員の弾力化を図るなど、待
機児童の解消に努めることが必要である。

説
明

説
明

共働き世帯増加の傾向は今後も続くと予想され、国でも新待機児ゼロ作
戦により、大幅な定員拡大を目指しており、町としても認可保育所の定
員の弾力化や民間保育所の開設誘導などにより、待機児童の解消を目指
す。

私立とのがや保育園の開設、認可保育所の定員弾力化、認証保育所への
誘導等により、待機児童を解消することができた。

他課等との
連携内容

町民・議員・
各種団体から
の意見等

評
　
価

年　度
目　標

待機児童を解消するためには、保育所定員の弾力化を図ると
ともに、民間活力による柔軟な保育サービスが必要である。

年　度
成　果

今　後
改善すべき点

予算
・
人員

保育ニーズの多様化に柔軟に対応するためにも、引き続き事
業を推進するとともに、保育所定員の弾力化を図るなど、待
機児童の解消に努めることが必要である。

町立保育園の指定管理者委託に伴い、受け入れ定員枠を増や
したことや、定員の弾力化を図ってきたこと及び認証保育所
４園の開所により、待機児童は大幅に減少してきたが、近年
の保育需要の高まりに伴い、前年当初に比べ待機児童数が増
加に転じているため、さらなる待機児童対策に取り組んでい
く必要がある。

総　括

評
　
価

内容
・
方法

主　管　課

民間活力導入の必要性

人員増の必要性

保育園運営経費については、年齢、人数、対象経費等により
算出された額を支出している。ここ数年大きな変動はない。
現在、待機児童解消に向け、新設保育所の協議がなされてい
るが、順調に推移しているため現状人員で対応可能である。

今後の方向性

国が実施に向けて検討中である子ども・子育て新システムについて、制
度内容を把握し、新たな保育システムの構築に向けて、対応していく。

説
明

今後も認可保育所の定員弾力化、認証保育所への誘導等、柔軟に対応することで、待機児童数
ゼロを継続する。子ども・子育て新システム実施検討中であるため、制度の内容等を把握し、
今後の動向について注視するとともに、町内保育所に随時情報提供をする。

説
明

町から支出する補助金や諸団体への負担金を見直すととも
に、委託料や光熱水費等の内容を再度精査し、適正な執行額
を計上することが必要である。また、現在、一般財源で行っ
ている事業については、国や都、諸団体等からの補助金の確
保に努める必要がある。
人員については現状維持が原則であるが、事業内容によって
人員の増強が必要な場合は、課内あるいは部内での配置換え
等による対応を行うとともに、外部委託など効率性を重視し
た新たな事業展開への創意工夫が必要である。

Ａ町長公約あるいは当該年度重要事業　

Ｂ当該年度に新規を含む事業

福祉部　福祉課　児童係担当部署保育園運営業務

Ａ目標を上回って達成できた。

Ｂ目標をほぼ達成できた。

Ｃ検討中

Ｄ未実施

23 事務事業名

Ｃ継続事業　

Ｄ規模を縮小していく事業　

Ｃ目標を半分まで達成できた。

Ｄ目標を一部しか達成できなかった。

Ａ実施済（中）

Ｂ一部実施



【評価指標】

【予算・決算等の状況】

【住民等との協働に関する状況】

実施中

実施予定

検討中

未検討

協働できない

該当に●を入力 シート事業全部の場合、シート事業全部に「●」を入力

一部の場合、事業名を入力

№

（単位：千円）

目　標　値 単位 人

実　績　値 単位 人

自治体名 福生市

H22H21 H23 H24

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

92 92 83

36

166,082166,082 166,082 166,721 170,301 166,107168,552

179,346 179,346 167,518 167,518 159,772 179,346167,415174,608

34,396 41,658 41,65848,24433,526 41,658

545,894

48,24441,658 41,65833,025

545,894 568,046 545,894532,094 515,194

予算額 行評要求 実計掲載 行評要求当初要求 査定後 決算見込額決算額決算額

508,682 548,701 555,027 503,543 508,682508,682 508,682474,114474,977322,593

101,726103,650105,085117,134

209,998196,189

108,060

214,558

111,652

109,947101,726 101,726

214,558 214,558 223,512

111,622 117,742108,060 108,060108,060

0 0

27 9

H23

993,812 1,000,272 934,141933,026 933,026

石畑保育園スチームコンベックションオーブン一式

H21 H22

保育士・調理師等研修会講師謝礼

光熱水費（石畑保育園）

認可保育所開設準備経費補助金

むさしの保育園乳児棟北側出入口設置工事

H24 H25

740,264 884,222

0 0

1624

H20H19

0

22

0

32

46

179,346

166,082

日本スポーツ振興センター負担金

石畑保育園ガス給湯器一式

内
訳

一般財源

予
算
・
決
算
及
び
コ
メ
ン
ト

予算・決算等の構成

保育園児童運営委託料

私立保育園運営費補助金

むさしの保育園指定管理者委託料

コメント

石畑保育園指定管理者委託料

決算額

事業費

地方債及びその他の特定財源

都支出金

国庫支出金 104,348

年度 H18

334,542

514,418

95,543

178,697

107,772

決算額

512,929

33,277

168,823

33,391

168,748

3636

163,631

878,735

98,555

200,118

指標名 待機児童数（4/1現在）

福生市の数値は「東京都福祉保健局統計
資料３３９の６表　年齢別保育所入所待機
児童の状況（４月１日現在）」による。平成
２１・２２年度は福生市保育担当に直接聞
き取りをした。

コメント
指
標
①

H18

単位

実　績　値 単位

他自治体の状況

指
標
②

指標名

コメント

他自治体の状況 自治体名

目　標　値

0 0

H25

933,026 933,026933,026

209,975 214,558

108,060

223,676

101,726

508,682

109,947 102,881

214,558

101,726

行評要求

545,894 545,894 607,791 607,521

166,082

179,346

46 46 46 46 4636 46

1,620 1,620 1,503

1,780 1,780 1,468

3,150 2,730

96,460

事務事業名 保育園運営業務

担当部署 福祉部　福祉課　児童係

H19 H20

716,554

36

H18

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

保育ニーズの多様化及び民間活力の有効活用の
点において重要な施策である。

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

保育ニー
ズの多様
化及び民
間活力の
有効活用
の点にお
いて重要
な施策で
ある。

協働状況
（予定）

協働事業名
（予定）

●

未就園児等を対象に、園庭開放・育児相
談・身体測定等を実施し地域との交流を深
めている。一部

シート事業全部

協働による効果
（見込み）

子育てひろば

10 0 1 2 12 11



 

　 ●

【長期総合計画における進捗状況評価】※年度終了後に記入

　

　

●

　

　

平成 23 年度事務事業評価シート
№

進
捗
状
況
評
価

説
明

漢字・英語検定の実施等、様々な取り組みを通し
て、児童・生徒の学習意欲の向上は図られている。
また、学力調査の分析結果から作成した授業改善プ
ランを日々の授業で実践するなど教育の質の向上も
図られている。さらに、学習サポーターの活用によ
り基礎・基本の定着が図られる等、確実に成果はあ
がっている。

Ａ目標を達成し施策（事業）は完了し、目的の効果を挙げた

Ｂ目標を達成し施策（事業）は完了したが、当初予定してい
た成果とは異なった、もしくは不明

Ｃ順調に進捗し、期待通りの成果をあげている

Ｄ順調に進捗しているが、期待していた成果とは異なる、も
しくは不明

Ｅ当初の計画より遅れている、または取り組んでいない

Ｆ当該事業実施の必要性がなくなった

　瑞穂町の児童・生徒の学力は向上しつつあるが、まだ多くの課題がある。

民間委託の形態

教育部指導課　指導係担当部署

資料Ｎｏ ③

一部委託

　国や都の学力調査だけでは、学年・教科で詳細な分析ができないため、平成２０年度か
ら町独自の学力調査を一部の学年、教科で始めた。また、漢字検定も始めた。平成２１年
度には防衛省の補助金である再編交付金により教育向上基金を設立し、学力向上施策に本
格的に着手した。学力調査では、小学校２年生以上での実施に加え、実施教科も増やし
た。また、漢字検定の実施学年も増やした。さらに、学習サポーターの配置、国語辞典の
教室配置、ＩＴ機器（電子黒板等）の導入等に取り組んだ。平成２３年度には、中学校３
年生を対象に英語検定を実施する。

学校教育 全部委託

瑞穂町教育基本計画

　内容・目的

（どのようなこ
とを行っている
のか・どのよう
な状態にしよう
としているの
か）

事務事業名
学力向上事業

（旧名称：学力向上施策）

事
業
概
要

国際社会でたくましく生きるための資質・能力の育成　ほか 事業期間 平成20年度～

　児童・生徒一人ひとりが、自分の夢や希望を実現するためには、社会の中で生きて使え
る確かな学力が必要である。そのためには、読み、書き、計算等の基礎・基本の定着が必
要である。
　教育委員会では、児童・生徒の学力の定着に向け、これまで以上に学校教育の質的向上
を図ることが必要と考えている。
　学力の向上を図るために、民間業者の学力調査を実施する。その結果に基づいた課題か
ら授業改善策を検討し、授業改善推進プランを作成する。
　授業改善推進プランを日々の授業で実践し、学校全体で授業改善に取り組む。さらに、
現在の瑞穂町の児童・生徒の課題として、漢字の書き取りや語彙力の低下がある。それら
を補うため、また、意欲をもって漢字の習得等に取り組むために、漢字検定等を実施す
る。

分野名

　　経　緯

（いつからどの
ように始まった
のか）

課　題

（どのような問
題があるのか）

大項目 人間力の向上　ほか 実施計画書掲載 ○

小項目

根拠計画及び
根拠法令

 



年度

【目標・成果等】※「目標」はシート作成時、「成果」「今後改善すべき点」「今後の方向性」は年度終了後に記入
　

●

　

　

●

　

　

　

●

　

　

Ａ拡大

●Ｂ現状のまま継続

　Ｃ手段等の見直し

　Ｄ縮小

　Ｅ廃止・休止

　Ｆ完了・終了

 【事業の適正性】※シート作成時に記入

●必要である
必要ではない

　必要である
●必要ではない

　 Ａ新規予算計上 　 Ａ新規予算計上

　 Ｂ前年度予算を超えて事務事業を新設・拡大を行う 　 Ｂ前年度予算を超えて事務事業を新設・拡大を行う

Ｃ前年度予算内で事務事業を新設・拡大を行う 　 Ｃ前年度予算内で事務事業を新設・拡大を行う

● Ｄ前年どおりの維持 Ｄ前年どおりの維持

　 Ｅ前年度予算内で事務事業を縮小または効率化を図って行う 　 Ｅ前年度予算内で事務事業を縮小または効率化を図って行う

　 Ｆ予算措置を伴わない、事務事業の内部の調査・検討・実施を行う 　 Ｆ予算措置を伴わない、事務事業の内部の調査・検討・実施を行う

　 Ｇ統廃合を含めて、事務事業の中止・休止・廃止を行う 　 Ｇ統廃合を含めて、事務事業の中止・休止・廃止を行う

【連携内容・意見等】※シート作成時、その後は随時記入

№

教育環境の整備では、教育課との連携が必要である。

教育基本計画検討委員会で、学力向上は重要な教育目標の一つに位置付けられた。

査　定

学力テストの結果の分析から課題を明確にし、教師の授業改
善等学力向上施策を展開することは重要である。引き続き基
礎学力の定着を図り、さらなる学力向上に努めることが必要
である。

説
明

説
明

　これまで実施している学力調査の結果分析により明確化した課題への対策とし
て、漢字検定の実施、教室へ配付した国語辞典や地図の活用、学習教材の充実を図
る。また、中学校英語のALT指導時間の確保、少人数指導の実施と充実、学習サ
ポーターなどの人的配置等、学力向上に向けた取り組みを継続する必要がある。

学力向上を図るための各施策は順調に実施できており、児童・生徒の学
習意欲の向上や基礎・基本の定着などに成果がでている。

他課等との
連携内容

町民・議員・
各種団体から
の意見等

評
　
価

年　度
目　標

　町の児童・生徒の学力向上や教職員の授業力の向上を計画
的かつ戦略的に図っていくためにも、学力調査の継続的な実
施は必要である。

年　度
成　果

今　後
改善すべき点

予算
・
人員

学力調査結果の分析により、取り組むべき施策を実施し、学
力を総合的に向上させることが必要である。また、教育委員
会が目指す学力向上施策に必要な資源、人材を整備すること
が必要である。

　これまで実施した学力調査の結果の分析により明確化した
課題に対し、教育委員会が取り組むべき施策を早急に実施す
る必要がある。また、今後、教育委員会が目指す学力向上施
策に必要な資源、人材を逐次整備することが必要である。

総　括

評
　
価

内容
・
方法

主　管　課

民間活力導入の必要性

人員増の必要性

　学力調査、漢字検定等の委託費に加え、学習サポーター配
置のための人件費の確保が必要である。なお、今後、学力調
査の結果を分析し、学習サポーターの配置学年や配置時間を
増やすなど検討を要する。

今後の方向性

学習サポーターの中学校への配置をやめて、小学校低・中学年への配置
を厚くする。また、教員と十分に連携することで効果的な活用を図る。

説
明

少しずつではあるが、成果はでてきている。さらに目に見える成果を出すには、現在の規模で
事業を継続するとともに、日々の授業の質を高めるなど教員の教育力の向上を図ることが重要
である。

説
明

町から支出する補助金や諸団体への負担金を見直すととも
に、委託料や光熱水費等の内容を再度精査し、適正な執行額
を計上することが必要である。また、現在、一般財源で行っ
ている事業については、国や都、諸団体等からの補助金の確
保に努める必要がある。
人員については現状維持が原則であるが、事業内容によって
人員の増強が必要な場合は、課内あるいは部内での配置換え
等による対応を行うとともに、外部委託など効率性を重視し
た新たな事業展開への創意工夫が必要である。

Ａ町長公約あるいは当該年度重要事業　

Ｂ当該年度に新規を含む事業

教育部指導課　指導係担当部署 学力向上事業（旧名称：学力向上施策）

Ａ目標を上回って達成できた。

Ｂ目標をほぼ達成できた。

Ｃ検討中

Ｄ未実施

23 事務事業名

Ｃ継続事業　

Ｄ規模を縮小していく事業　

Ｃ目標を半分まで達成できた。

Ｄ目標を一部しか達成できなかった。

Ａ実施済（中）

Ｂ一部実施



【評価指標】

【予算・決算等の状況】

【住民等との協働に関する状況】

実施中

実施予定

検討中

未検討

協働できない

該当に●を入力 シート事業全部の場合、シート事業全部に「●」を入力

一部の場合、事業名を入力

№

（単位：千円）

目　標　値 単位 ポイント

実　績　値 単位 ポイント

自治体名

H22

57.0

52.0 53.3 56.1

H21 H23 H24

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

81

2,300 2,300 1,943 1,554

4,713

7,8407,840 7,840 7,984 6,084 7,8407,5982,550

4,880 4,880 4,930 3,816 4,8804,0881,013

2,413 2,919 2,9192,9342,405

3,590

2,9342,919 2,9192,413

3,394 3,371 3,5903,488

決算額 行評要求 実計掲載 行評要求当初要求 査定後 決算見込額決算額決算額

15,020 14,857 11,454 10,699 15,02012,462 15,02011,1509,7932,550

26,47331,401 33,78433,797 33,797

9,520

66.2

66.6

H23

48,641 45,238 39,81048,455 48,817

H21 H22

備品・消耗品購入（国語辞典）

備品・消耗品購入（ＩＴ機器）

備品・消耗品購入（学習ソフト）

備品・消耗品購入（外国語活動）

H24 H25

3,563 55,348

69.0

54.8

65.4

65.1

56.2

70.8

H20H19

22,426

2,608

9,521

4,418

3,683

備品・消耗品購入（漢検教材）

学習サポーター

内
訳

一般財源

予
算
・
決
算
及
び
コ
メ
ン
ト

予算・決算等の構成

学力調査委託料

漢字検定委託料

英語指導助手派遣（小学校）

コメント

英語指導助手派遣（中学校） 2,558

決算額

事業費

地方債及びその他の特定財源

都支出金

国庫支出金 1,013

年度 H18

2,558

決算額

2,298

2,177

2,408

1,164

12,798

4,583

11,466

1,673

860

18,145

指標名 町学力調査の平均到達度（小学校）

Ｈ２０年度　２年～５年（国語、算数）
Ｈ２１年度以降　２年～４年（国語、算数）
　　　　　　　５年（国語、算数、理科）
　　　　　　　６年（国語、算数、理科、社会）

コメント
指
標
①

H18

単位 ポイント

実　績　値 単位 ポイント

他自治体の状況

指
標
②

指標名 町学力調査の平均到達度（中学校）

Ｈ２０年度　１年（国語、算数・数学、理科、社
会）
　　　　　　２年（国語、数学、理科、社会、英
語）
Ｈ２１年度以降
　　１年（国語、算数・数学、理科、社会）
　　２・３年（国語、数学、理科、社会、英語）

コメント

他自治体の状況 自治体名

目　標　値

H25

48,817 48,81748,817

33,797

15,020

33,784 29,111 33,797

行評要求

3,590 3,590 3,562 3,562

4,880
9,428

1,271 2,300 2,300

27,288 27,288 27,288 27,288 27,28823,327 27,288

12,797

事務事業名  学力向上事業（旧名称：学力向上施策）

担当部署 教育部指導課　指導係

H19 H20

2,558

H18

英語指導
助手派遣
（小学
校）は、
国庫支出
金（文科
省）を活
用

英語指導
助手派遣
（小学
校）は、
国庫支出
金（文科
省）を活
用

ＩＴ機器
は、国庫支
出金（防衛
省再編交付
金）を活
用。
学力調査、
漢字検定、
国語辞典、
学習サポー
ターは、再
編交付金を
活用した教
育向上基金
を財源とす
る。

ＩＴ機器
は、国庫支
出金（防衛
省再編交付
金）を活
用。
学力調査、
漢字検定、
国語辞典、
学習サポー
ターは、再
編交付金を
活用した教
育向上基金
を財源とす
る。

学力調査、漢字検定、学習サポーターは、再編
交付金を活用した教育向上基金を財源とする。

学力調
査、漢字
検定、学
習サポー
ターは、
再編交付
金を活用
した教育
向上基金
を財源と
する。

学力調
査、漢字
検定、学
習サポー
ターは、
再編交付
金を活用
した教育
向上基金
を財源と
する。

●

協働状況
（予定）

協働事業名
（予定） 一部

シート事業全部

協働による効果
（見込み）
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駅伝競走大会
　第３６回瑞穂町駅伝競走大会が１月１５日に行われました。参加チームは
総勢１０２チーム。１チーム６名の走者が町内周回コースを２周します。参
加選手は日ごろの成果を発揮して，元気よく快走していました。
　なお，この駅伝大会は，公道の車両通行を規制したコースです。このため，
福生警察署や交通安全推進協議会，体育協会，陸上競技クラブ，また町内会
や瑞穂農芸高校，地域の方など，多くの方々の協力を頂いて開催されています。

小学生スキー教室（長野県菅平高原スキー場）
　町内の小学校４年生から６年生の児童１２０名が参加した小学生スキー
教室が，１月４日から２泊３日の行程で開催されました。
　各小学校の児童が集まり，３日間の団体生活を送りました。日頃，交流の少
ない他校児童とスキーを通したコミュニケーションにより，スキー教室を楽しむ
ことができました。
　また，スキー講習では，瑞穂町スキー連盟指導者の親切で丁寧な指導により，スキーを初めて体験する子ども
たちも，最終日には軽快にスキーをすることができました。

社会教育課 ― 施設紹介
長岡コミュニティセンター（トレーニングルーム）

　長岡コミュニティセンターが平成２３年１１月にオープンしました。このセンター内
には，バスケットボール，バレーボール，バドミントンや卓球などのスポーツに利用
できる，多目的ホールがあります。
　また，個人で使用できるトレーニングルームが併設されています。このトレーニン
グルームには，ランニングマシンやコードレスバイク，ウエイトトレーニングなどの
運動器具が備わっています。様々な運動を気軽に行うことができますので，皆さまご利用ください。
※トレーニングルームは中学生以上の方がご使用できます。また，ホールともに施設使用料がかかりますので，
　詳しくは，担当者へお問い合わせください。 【問合せ　社会教育課　☎557-7071】

※数値が網掛けの項目は，都および全国の平均値以上の結果が出た項目です。なお，全国の平均値は，平成２
１年度のものです。

　この結果から，持久走や２０ｍシャトルランなどの持久力，反復横とびや立ち幅とびなどの瞬発力，投げる力（中
学校男子以外）に課題があることが分かりました。
　町では，前年度まで二中，今年度から二小および四小が，都のスポーツ教育推進校の指定を受け，体力向上
や健康増進に向けた取組を実施しています。このスポーツ教育推進校の取組を他校に広げるとともに，各学校で
実施している体育の指導の充実を図ることを通して，児童・生徒の体力向上および健全な心と体の育成を図って
いきます。

中学校３年生が英語検定に挑戦しました！
　平成２３年度の新しい取組として，中学校３年生の全生徒が実用英語技能検定（英検）を平成２３年１０月
に受検しました。結果は，下表のとおりです。

受検結果
 受検級 目　安 受検者 合格者 合格率
 ２級 高校卒業程度 　　6 人 　0 人 　0.0%
 準２級 高校中級程度 　38 人 11 人 28.9%
 ３級 中学卒業程度 144 人 43 人 29.9%
 ４級 中学中級程度 　60 人 21 人 35.0%
 ５級 中学初級程度 　49 人 24 人 49.0%
 合計  297 人 99 人 33.3%

　この英語検定は，生徒が受検級合格という具体的な目標を定め，合格に向けた学習を充実させることと，その
成果を実感させることを通して学習意欲を高めるという目的で実施しています。多くの生徒が３級以上に合格する
ことが目標だったのですが，今年度は初めての取組ということもあり，４・５級を受検する生徒が多く，合格率も
それほど高くはありませんでした。
　町では，小学校５・６年生の外国語活動の授業に年間２５時間，中
学校の英語の授業に年間３５時間，英語を母国語とする外国人の先生
をＡＬＴ（外国語指導助手）として配置し，生の英語に慣れさせたり，
英語を使ってコミュニケーションをする機会をつくったりして，英語を読
む・書くだけではなく，聞く・話すについてもバランスよく身に付けさせ
ています。また，中学校では，少人数指導の導入など，よりきめの細か
い指導を実施しています。
　これらの取組に加え，今年度から始まった英語検定を継続的に実施し，
児童・生徒の英語によるコミュニケーション能力の向上に向けた指導の
充実を図っていきます。

140 人
120 人
100 人
80 人
60 人
40 人
20 人
0人

 ２級 準２級 ３級 ４級 ５級

受検者
合格者

体育の授業（二中） マラソン大会（二小）

ＡＬＴが入った授業（四小）

社会教育課の主な行事等予定　２月～５月

 月 事業名 対象者 日程 場所 問合せ
  森林ウオーキング 全町民 ４日（土） みずほエコパーク ☆
 ２月   四小学区　１２日（日） 四小学区　武蔵野コミュニティグラウンド 
  子どもリーダー講習会 小５年，育成会役員ほか 一～三・五小学区 一・三・五小学区　各校体育館
    　　　　　２６日（日） 二小学区　長岡コミセン
  地球のステージ５ 中１年・中２年・一般 ２日（金） スカイホール大ホール 
  森林ウオーキング 全町民 ３日（土） みずほエコパーク ☆
 ３月 ぴあのくらぶみずほ１１期生修了演奏会 受講生・修了生 ４日（日） スカイホール小ホール 
  ターゲットバードゴルフ教室 高校生以上 ４日（日） 町営第２グラウンド ☆
  ジュニアリーダー宿泊研修 小学生～１８歳 １０日（土）～１１日（日） 山梨県白州フォスターヴィレッジ 
  ジュニアピアノコンテスト 小学生・中学生 １８日（日） スカイホール大ホール 
  森林ウオーキング 全町民 ７日（土） みずほエコパーク ☆
 ４月 さくらまつり「子どもの集い」 幼児～中学生 ８日（日） 六道山公園 
  狭山丘陵ウオーキング 全町民 ８日（日） 六道山周辺 ☆
  ターゲットバードゴルフ教室 高校生以上 中旬 未定 ☆
 ５月 子ども会合同交流会 小学生，育成会役員ほか 未定 スカイホール小ホール 
  森林ウオーキング 全町民 ５日（土） みずほエコパーク ☆
  残堀川ふれあいウオーキング 全町民 １３日（日） 六道山～残堀川 ☆

【問合せ：無印→推進係　☎557-6695　☆→体育係　☎557-7071】



吉野岳地蔵堂

郷土資料館
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～　瑞穂町にある文化財めぐり　第 6回～

文
第一小学校

石畑
駐在所

青梅街道

吉野岳地蔵堂　　（瑞穂町指定有形文化財）

　堂は旧青梅街道残堀川の橋脇に建っていたが，残堀川の拡幅工事に伴い，

川の北側に移転した。

　桁行・梁間とも一間（1.82ｍ），屋根は方形造・銅板葺・総欅の小堂である。

土台の四隅に径 19.7cm の円柱を建て，飛

貫の下，正面小間返格子の腰高戸，両側

面は腰貫を入れ，その上は竪格子，下は

背面とともに横板壁とし，頭貫の先は獅子

の木鼻で飾り，柱上と中備は出組で，通貫と丸桁を支え二重桷である。

　堂内には，鏡天井に吉川緑峰筆の龍の図がある。また，中央に石造地蔵

菩薩立像（背に享保４年（1719 年）４月の刻銘がある）が安置されている。

小堂ながら正確な建物で，福正寺観音堂と同じ棟梁の作といわれている。

【問合せ　郷土資料館　☎568-0634】

 よし の だけ じ ぞう どう

 ざん ぼり がわ

 けた ゆき はり ま ほう ぎょう づくり どう ばん ぶき けやき

 ひ

 ぬき こ ま かえし ごう し こし だか と

 こし ぬき たて ごう し

 かしら ぬき

 き ばな なか そなえ で ぐみ とおし ぬき が ぎょう たるき

 よし かわ りょく ほう せき ぞう じ ぞう

 ぼ さつ りゅう ぞう

 とう りょう

＜所在地　瑞穂町石畑１８０５番地１＞

　平成２４年度に町立中学校で使用する教科書が教育委員会（定例会）で下表のとおり採択されました。なお，
小学校は平成２３年度と同じ発行者の教科書を使用します。

 小学校（平成２３年度～２６年度）
 種目 発行者

 国語 光村図書出版

 書写 光村図書出版

 社会 教育出版

 地図 帝国書院

 算数 学校図書

 理科 大日本図書

 生活 東京書籍

 音楽 教育芸術社

 図画工作 日本文教出版

 家庭 東京書籍

 保健 学研教育みらい

平成２４年度に使用する町立小・中学校の教科書

  中学校（平成２４年度～２７年度）
 種目 発行者 種目 発行者

 国語 光村図書出版

 書写 教育出版

 社会
 （地理） 帝国書院

 社会
 （歴史） 帝国書院

 社会
 （公民） 東京書籍

 地図 帝国書院

 数学 東京書籍

 理科 東京書籍

 音楽
 （一般） 教育芸術社

 音楽
 （器楽合奏） 教育芸術社

 美術 開隆堂出版

 保健体育 東京書籍

 技術・家庭
 （技術分野） 開隆堂出版

 技術・家庭
 （家庭分野） 開隆堂出版

 英語 学校図書

平成２３年度「瑞穂町学力調査」について
　平成２３年４月２６日に，小学校２年生～６年生，中学校１年生～３年生を対象に実施した「瑞穂町学力調査」
について報告します。
（１）小学校　○対象：２年生～６年生　○実施教科：国語，算数，理科，社会

調査結果
    ２１年度   ２２年度   ２３年度
 
学年 教科 目標値

 平均到達度 
差
 

目標値
 平均到達度 

差
 

目標値
 平均到達度 

差
    （瑞穂町）   （瑞穂町）   （瑞穂町）
 
２年
 国語 ６９.３ ６７.３ 　－２.０ ６９.３ ７２.０ 　２.７ ６８.９ ６７.７ －１.２

  算数 ７６.５ ８４.３ 　　７.８ ７６.４ ８３.９ 　７.５ ７６.４ ８２.４ 　６.０
 
３年
 国語 ７３.９ ７２.２ 　－１.７ ７３.９ ７５.１ 　１.２ ７３.９ ７２.３ －１.６

  算数 ７７.１ ８２.１ 　　５.０ ７６.７ ７９.３ 　２.６ ８０.５ ８２.７ 　２.２
 
４年
 国語 ６３.４ ６７.２ 　　３.８ ６３.４ ６８.３ 　４.９ ６２.９ ６８.６ 　５.７

  算数 ６６.６ ６５.３ 　－１.３ ６８.４ ７０.５ 　２.１ ５９.８ ６２.１ 　２.３
  国語 ６１.３ ６３.１ 　　１.８ ６５.０ ６４.９ －０.１ ６０.４ ５９.７ －０.７
 ５年 算数 ６７.１ ６７.４ 　　０.３ ６５.５ ６４.７ －０.８ ５４.１ ５６.９ 　２.８
  理科 ５６.９ ５６.２ 　－０.７ ５７.１ ５７.５ 　０.４ ５７.０ ５７.８ 　０.８
  国語 ６３.５ ６１.９ 　－１.６ ６０.４ ６０.９ 　０.５ ６５.０ ６５.９ 　０.９
 
６年
 算数 ５７.６ ４７.１ －１０.５ ５８.１ ５０.３ －７.８ ５３.２ ４９.０ －４.２

  理科 ５８.７ ５８.４ 　－０.３ ５８.６ ５７.２ －１.４ ５８.４ ５５.１ －３.３
  社会 ５８.６ ５４.２ 　－４.４ ６７.３ ６１.８ －５.５ ６０.０ ６０.８ 　０.８

　目標値とは，この調査の達成状況として「おおむね満足できる状況」と判断される状況です。平均到
達度は，本調査における瑞穂町の児童の平均点です。

瑞穂町図書館協議会
　この協議会は，図書館の運営に関し，館長の諮問に応じるととも
に図書館が行う図書館奉仕について，館長に対して意見を述べる機
関（図書館法第１４条）です。図書館運営や子ども読書活動の推進
などについて協議しています。

瑞穂町図書館協議会委員 （敬称略）
 氏井　初枝 上原　富明 堀池　佳子 田中　　勝
 山口　　忠 髙島　朝子 ◎ 関谷　　忠 　 ○ 平山トモ子 　
◎ 会長　○ 副会長　任期：平成２３年７月１日～平成２５年６月３０日

検索用パソコンをご利用ください
　図書館利用者の学習，調査，または
研究に役立てるため，インターネットや
データベースを利用して様々な情報を入
手できるよう，検索用のパソコンを設置
しました。
　利用には貸出カードが必要となりま
す。１回の利用時間は３０分以内で，
１日に２回まで利用することができます。

図書館（瑞穂町図書館・元狭山ふるさと思い出館図書室・長岡図書室・武蔵野コミュニティセンター図書室・殿ケ谷図書室）

社会教育課の主な行事等予定　１０月～１月
 月 事業名 対象者 日程 場所 問合せ
  町民体育祭 全町民 2日（日） ビューパーク競技場 ☆
 １０月 瑞穂町こどもフェスティバル 幼児～小学生 16日（日） スカイホール・ビューパーク競技場
  西多摩地域広域行政圏体育大会 代表 23日（日） 青梅市ほか ☆
  総合文化祭 全町民 29日（土）～ 11月6日（日） スカイホールほか
  産業まつり「ストラックアウト」 全町民 12日（土） 産業まつり会場内 ☆
  産業まつり「子どもの集い」 幼児～中学生 13日（日） 産業まつり会場内 
 １１月 東京都交響楽団コンサート 全町民 19日（土） スカイホール小ホール 
  町民ハイキング 全町民 23日（祝） 浅間尾根（檜原村） ☆
  ソフトボール体験塾 全町民 26日（土） 福生市営福生野球場ほか △
  クロスカントリー（ジュニア大会） 小・中学生 26日（土） ビューパーク競技場 □
 １２月 青少年の主張意見発表会 小 6年・中学生・高校一般 3日（土） スカイホール大ホール 
  新年歩こう会 全町民 1日（祝） 六道山 ☆
  小学生スキー教室 小 4～ 6年 4日（水）～ 6日（金） 長野県菅平高原スキー場 ☆
 １月 成人式 新成人 8日（日） スカイホール大ホール
  駅伝競走大会 小５～一般 15日（日） 町内 ☆
  南こうせつコンサート 全町民 28日（土） スカイホール大ホール 
【問合せ：無印→推進係　☎557-6695　☆→体育係　☎557-7071　△→国体担当　☎557-8019　□→体育協会　☎557-7098】
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　平成２３年度の結果を平成２１年度と比較すると，この２年間で少しずつ学力の向上が図られている傾
向にあるといえます｡ しかし，学年や個別の教科に着目すると，課題は残されています｡ 例えば，６年生
の理科では，平成２２年度の５年生と比べると，６年生に進級した後に平均到達度が下がったことが分か
ります｡同様に，５年生の国語を見ると，平成２２年度の４年生の時には目標値を上回っていたにもかか
わらず，５年生になって目標値を下回る結果になっています｡しかし，全体的には着実に学力向上が図ら
れつつあります。このことを踏まえて，今後も反復学習等の取組を続けるとともに，習得した知識や技能
を活用することによって一層の学力の定着を目指していく必要があります。
○国語　言語事項，特に「書く力」の定着に課題が見られます。日常生活で体験したことや自分で考えた

り思ったりしたことを，適切な言葉として表現することや正しく書くなどの学習が大切です。
○算数　「数学的な思考力」の定着に課題があります。例えば，計算においても答えだけに目を向けるの

ではなく，計算過程に着目したり算数の知識を活用したりする学習が求められます。
○理科　５年生では種子の発芽や植物の成長に関する内容の理解の定着に課題が見られます。６年生で

は「知識・理解」の定着にやや課題が残ります。身近な日常生活と関連させて基礎的・基本的
な知識を習得させていく必要があります。

○社会　「思考・判断する力」の育成に課題があります。地理の基礎的・基本的な知識の定着を図るとと
もに，地図帳の活用やグラフなどの資料から現象を読み取る力の育成を通して，社会的事象の
内容を身に付けさせていく必要があります。

●　学習の基本は「読み」「書き」「計算」です。学力調査全体を通して分かることは，文章を書く力が不
十分であることと，文章や資料を適切に読み取る力が求められているということです。自分が思考したこと
や体験したことを，言葉を通して正しく書いたり伝えたりしていくことを習慣化していくことが大切です。ま
た，算数の計算や問題は繰り返し学習することで定着しますが，算数的な活動を充実させることで，更に
思考力をはぐくむことができます。また，理科や社会等で学習したことについての理解を深めるためにも，
身近な生活やできごとと関連させて考えさせていくことで，定着を図ることができます。

（２）中学校　○対象：１年生～３年生
○実施教科：１年生　国語，数学，理科，社会　　２・３年生　国語，数学，理科，社会，英語

調査結果
    ２１年度   ２２年度   ２３年度
 
学年 教科 目標値

 平均到達度 
差
 

目標値
 平均到達度 

差
 

目標値
 平均到達度 

差
    （瑞穂町）   （瑞穂町）   （瑞穂町）
  国語 ６４.８ ６３.２ 　－１.６ ６４.８ ６５.４ 　　０.６ ５６.１ ５８.５ 　　２.４
 
１年
 数学 ５９.０ ６０.６ 　　１.６ ５８.８ ６０.２ 　　１.４ ５９.３ ６０.４ 　　１.１

  理科 ６０.０ ７１.０ 　１１.０ ６０.０ ６５.１ 　　５.１ ６０.２ ６４.５ 　　４.３
  社会 ５６.１ ５７.４ 　　１.３ ５６.１ ５６.０ 　－０.１ ５６.３ ５０.３ 　－６.０
  国語 ６２.３ ６４.９ 　　２.６ ６２.３ ６７.８ 　　５.５ ６２.４ ５８.１ 　―４.３
  数学 ５３.０ ５３.９ 　　０.９ ５１.５ ５５.９ 　　４.４ ５１.７ ４７.７ 　―４.０
 ２年 理科 ５０.０ ３８.０ －１２.０ ５０.５ ４１.１ 　－９.４ ５１.４ ４２.７ 　－８.７
  社会 ５１.１ ４０.１ －１１.０ ５５.２ ４４.２ －１１.０ ５５.５ ３９.６ －１５.９
  英語 ５６.９ ５２.７ 　－４.２ ５８.６ ６０.７ 　　２.１ ６１.３ ５３.１ 　―８.２
  国語 ６３.３ ６０.８ 　－２.５ ６３.３ ６９.７ 　　６.４ ６３.３ ６６.２ 　　２.９
  数学 ５２.８ ４５.６ 　－７.２ ５４.５ ５２.２ 　－２.３ ４９.８ ５１.７ 　　１.９
 ３年 理科 ４８.０ ４５.５ 　－２.５ ４８.４ ４３.０ 　－５.４ ４７.１ ４２.９ 　－４.２
  社会 ４７.９ ３７.５ －１０.４ ５６.７ ４４.７ ―１２.０ ５５.３ ４１.８ ―１３.５
  英語 ６１.４ ５４.７ 　－６.７ ５７.１ ５８.７ 　　１.６ ６２.８ ６３.１ 　　０.３

　目標値とは，この調査の達成状況として「おおむね満足できる状況」と判断される状況です。平均到
達度は，本調査における瑞穂町の生徒の平均点です。

分析結果

スポーツ祭東京２０１３ソフトボール子ども体験塾
　瑞穂町，三鷹市，福生市およびあきる野市は，平成２５年に開催されるスポーツ祭東京２０１３でソフトボー
ル競技を行います。スポーツ祭東京２０１３を記念して，合同で子ども体験塾を開催します。オリンピック出場
のソフトボール選手・監督を講師に迎えて，「ジュニア」に当たる子どもたちに感動体験をお届けします。
　日　時　平成２３年１１月２６日（土）
　　　　　１部　ソフトボール体験教室 午後１時から午後３時（休憩含む）
　　　　　２部　パネルディスカッション 午後３時から午後４時半
　会　場　１部　福生市営福生野球場
　　　　　２部　福生市民会館　※雨天の場合，福生第三小学校体育館
　講　師　宇津木妙子（元全日本女子ソフトボール監督）ほか選手４名
　対象者　瑞穂町，三鷹市，福生市およびあきる野市在住の小学生・中学生
　　　　　およびその保護者，コーチ等
　定　員　２００名（うち瑞穂町５０名）
※参加申込みについては，広報みずほ９・１０月号およびチラシをご覧ください。

第４３回瑞穂町総合文化祭
　町では，町民の文化・学習活動の成果を自主的に発表する総合文化祭を次のとおり開催します。

　舞台発表　スカイホール　１０月２９日（土）・３０日（日）・１１月３日（祝）・５日（土）・６日（日）
　　　　　　　　　　　　　楽器演奏，合唱，民謡，獅子舞，お囃子，舞踊，フラダンス，ソーラン，ダンス等
　展示発表　スカイホール　１０月２９日（土）・３０日（日）・３１日（月）・１１月２日（水）・３日（祝）・
　　　　　　　　　　　　　５日（土）・６日（日）
　　　　　　　　　　　　　ビーズ，陶芸，写真，書道，盆栽，絵画，無線，華道，絵手紙，水墨，俳句等
　　　　　　町民会館　　　１１月３日（祝）（囲碁大会）・６日（日）（将棋大会）

　詳しい日程等は，１０月中旬に各家庭に配布するプログラムをご覧ください。

マスコット
愛称：ゆりーと

社会教育課 ― 事業の紹介

第５回瑞穂町こどもフェスティバル

　　　　　　～笑顔であいさつ　自分から～

　日　時　１０月１６日（日）　午前９時半から午後１時
　会　場　瑞穂ビューパーク競技場・スカイホール

　こどもフェスティバルは子どもたちのお祭りです。様々な体験ブー
スで，普段ではあじわえない色々な体験にチャレンジしてみません
か？　たくさんの方々の参加をお待ちしています。
　（こどもシネマは午後２時から大ホールで実施します。※入場無料）
※今回より総合案内で参加券を１００円で購入していただきます。
フェスティバル会場内では参加券を携帯し，各ブースで提示して
いただきます。



み ず ほ の 教 育 み ず ほ の 教 育

4　平成２３年（2011）　１０／１　第８号 平成２３年（2011）　１０／１　第８号　5

課題改善に向けての取組
（１）教育委員会の取組
　教育委員会では，学力調査の結果分析に基づいて，児童・生徒の学力向上に向けた施策を実施していま
す。
○学力についての実態把握：町独自の学力調査
○学習サポーターの配置（小学校１年生～３年生のすべてのクラス，中学校１年生の英語と数学の授業に
配置）
○漢字検定の実施（小学校３年生・５年生，中学校１年生～３年生）
○英語検定の実施（中学校３年生）
○地図の活用：日本地図（小学校３年生～６年生，中学校１年生～３年生）
 世界地図（小学校５年生・６年生，中学校１年生～３年生）
○言語力の向上：すべての学年・教科等の授業で言語活動を推進 
○授業改善に向けての取組：学力調査の分析結果に基づいた，学力向上計画並びに授業改善推進プランの
作成，授業改善推進プランの実施状況に向けての調査・評価
○ＩＣＴの活用・推進：電子黒板の全校設置（５～７台）
○統括指導主事，指導主事，教育アドバイザー３名による指導力向上に向けての指導・助言等

（２）学校の取組
　各学校では，学力調査の結果分析に基づいた授業改善等に向け，教育委員会の施策の実施や学校独自の
様々な取組を実施しています。

○学力調査の分析と学力向上計画の作成
○学力向上計画に基づいた授業改善推進プランの作成
○授業改善推進プランに基づいた授業改善の実施
○言語力の向上に向けた取組
○校内研究と授業研究の推進

　中学校１年生では，平成２２年度と比較して数学，理科で改善が見られます。しかし，中学校２年生では，
全教科にわたって大きな課題があります。特に，社会，理科，英語では早急な改善を図る必要があります。
また，３年生においても，社会は目標値を大幅に下回り，平成２２年度の２年生の時よりさらに結果が下
がっています。中学校における学習については，全体的に改善が求められます。
○国語　１年生では「書く力」，２年生では「文章の流れを読み取る力」，３年生では「内容を理解して

記述する力」の定着に課題が見られました。その他，漢字を正確に書くことなどが課題としてあ
げられます。

○数学　１年生，２年生では「数学的な見方や考え方」に課題が見られます。身に付けた知識を活用す
る力や方程式を解くための工夫する力，問われている内容を理解する力が求められています。ま
た，３年生では「数と式」に課題があります。例えば，１次関数の変化の割合や確率など，基
本的な知識の定着が必要です。

○理科　１年生では「科学的な思考」が課題としてあげられます。習得した知識を活用することや，実験・
観察を通して考察する力を育成することが大切です。２年生，３年生では「グラフを正しく読み
取る力」や物質の性質にかかわる基本的な知識の習得が課題となっています。

○社会　地理的分野では「資料から思考・判断する力」の育成が求められます。また，鉄鉱石や石油の
輸入先についての知識・理解など，基本的な内容の定着が必要です。歴史的分野でも，基本的
な内容の定着が課題です。資料を読み取り，自分の考えや思ったことを表現する力の育成も必要
です。

○英語　三人称単数現在形の定着，一般動詞の過去形の定着，最上級の定着等に課題があります。また，
形容詞の語形変化等，「文法・表現・英作文」について英文和訳や和文英訳等，様々な問題に
触れながら理解を深めていくことが大切です。

●　すべての教科において，学習内容の定着を図ることが大切です。その際には，小学校での学習内容
の定着が最も重要となります。また，授業の内容を毎日の家庭学習で振り返ったり，繰り返し学習を重
ねたりすることで学力は身に付いていきます。さらに，習得した知識を活用して課題解決を図る学習や
思考したことを表現していく力も必要です。社会や理科では，実際の生活と学習内容を結び付け考えて
いく力が求められます。

分析結果 ○漢字力向上に向けての取組
○読書活動の推進（朝読書・読書週間等）
○朝学習の実施（漢字の書き取り，計算練習）
○補習授業の推進等
○学校評価の実施

（３）家庭の取組
　各家庭においては，学校での学習が定着するように，その日に習ったことを復習する習慣を身に付けさせ
ることが大切です。
　小学生では，宿題が出されていればその宿題に必ず取り組ませてください。また，宿題が出されていない
場合は，保護者が学校で習ったことを復習するように声がけをしてください。そのことを通して，家庭学習が
習慣化されるとともに，学力の定着並びに学習に対する意欲や自信につながります。ぜひ，お子さんと一緒に，
学習する時間を積極的につくってください。
○宿題をする　○教科書の文章を書き写す，声を出して読む　○読書をする　○漢字の書き取りをする　
○算数・数学の計算問題に取り組む　○分からないことについてはお子さんと一緒に考えたり，調べたりする
　中学生では，家庭で勉強をしなさいというよりも，学習環境等を整えたり，支援したりすることが大切です。
また，お子さんと一緒に将来の夢や希望，職業等について考えたりすることが大切です。そして，実現に向
けてはどのようにしたらよいのかを，保護者が助言したり支援したりすることが意欲的に学習に取り組むこと
につながります。お子さんの将来には，無限の可能性が広がっています。お子さんの自尊心を醸成しながらも，
人生の先輩としてお子さんを信頼し支援してください。
　なお，朝食の摂取などバランスの取れた食習慣の確立，落ち着いた生活リズムなど，各家庭でご協力をお
願いします。

家庭学習の時間は，学年×１０分以上，中学生になったら，プラス３０分以上が目安です。
○１年生　１０分　　○２年生　２０分　　○３年生　３０分　　○４年生　４０分　　○５年生　
５０分　　○６年生　６０分　　○中学１年生　９０分以上　　○２・３年生　１２０分以上

関東大会に出場しました！
　瑞中ソフトテニス部の３年生の森川幹人さんと志鎌　匠さんが
東京都の大会で２位になり，関東中学校ソフトテニス大会の個人
戦に出場しました。残念ながら全国大会出場はなりませんでした
が，日頃の練習の成果を十分に発揮し，精一杯プレーすることが
できました。
　写真は，出場選手の森川幹人さん（左から２人目）と志鎌　匠
さん（左から４人目）が岩本教育長を訪問し，関東大会に出場が
決まったことを報告した時のものです。一緒に写っているのは，同
行した安西副校長とソフトテニス部の顧問の鈴木先生です。

教育委員が変わりました

 もり かわ みき と し かま たくみ

　教育委員長の大澤利夫さんが
９月３０日をもって退任され，
滝澤福一さんが町議会の同意を
得て１０月１日から教育委員に
就任されました。
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小・中学校で漢字検定を実施しています平成２３年度の教育委員会の主な事業
　瑞穂町立小・中学校の児童・生徒の学力向上を図るため，平成２０年度から小学校３年生，５年生，及び中
学校１年生，２年生，３年生を対象に漢字検定を実施しています。
　３年間の推移をみると，合格率が各学年とも向上していることが分かります。特に小学校では，高い合格率を
示しているとともに，より高いレベルの受検を目指す児童が増えており，学習意欲の向上に役立っています。

●小学校（対象学年：３年生，５年生）
 

受検級
  平成２０年度  平成２１年度  平成２２年度

  合格者数  合格率 合格者数  合格率 合格者数  合格率

 ２級（高校卒業・大学・一般程度） ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶

 準２級（高校在学程度） ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶

 ３級（中学卒業程度） ̶ ̶ ̶ ̶ ̶ ̶

 ４級（中学在学程度） 1 人 100.0% 0 人 0.0% 1 人 100.0%

 ５級（小６修了程度） 8 人 61.5% 7 人 58.3% 9 人 60.0%

 ６級（小５修了程度） 58 人 61.1% 71 人 69.6% 105 人 80.8%

 ７級（小４修了程度） 114 人 66.3% 125 人 71.0% 103 人 71.0%

 ８級（小３修了程度） 140 人 72.9% 117 人 80.7% 136 人 83.4%

 ９級（小２修了程度） 148 人 83.2% 174 人 81.7% 150 人 83.8%

 １０級（小１修了程度） 33 人 82.5% 27 人 77.1% 33 人 91.7%

 計 502 人 72.7% 521 人 76.1% 537 人 80.3%

●中学校（対象学年：１年生，２年生，３年生）
 

受検級
  平成２０年度  平成２１年度  平成２２年度

  合格者数  合格率 合格者数  合格率 合格者数  合格率

 ２級（高校卒業・大学・一般程度） 3 人 13.6% 1 人 9.1% 2 人 15.4%

 準２級（高校在学程度） 11 人 29.7% 17 人 31.5% 32 人 44.4%

 ３級（中学卒業程度） 71 人 32.0% 84 人 35.2% 88 人 32.1%

 ４級（中学在学程度） 57 人 28.5% 114 人 33.2% 65 人 29.6%

 ５級（小６修了程度） 37 人 30.8% 120 人 44.1% 123 人 52.1%

 ６級（小５修了程度） 4 人 20.0% 1 人 4.8% 46 人 54.1%

 ７級（小４修了程度） 0 人 0.0% 0 人 0.0% 8 人 40.0%

 ８級（小３修了程度） ̶ ̶ 1 人 100.0% 1 人 16.7%

 ９級（小２修了程度） 2 人 100.0%  2 人 100.0% 1 人 33.3%

 １０級（小１修了程度） 1 人 100.0% 2 人 66.7% 0 人 0.0%

 計 186 人 29.3% 342 人 35.9% 366 人 39.4%

◆漢字検定は，防衛省の補助金（再編交付金）を活用しています。 【問合せ　指導課　☎557-6694】

　平成２３年度の町の施政方針や教育目標に基づき，
各種事業を進めていきます。
　予算としては，教育費予算は一般会計予算額 138 億
6,420 万円の 14.7％にあたる 20 億 3,689 万 5 千円とし
ています。（前年度比 6.9％増）
　ここでは，平成２３年度の教育委員会の主な事業に
ついて紹介します。

安全で快適な環境の整備
　学校施設では，ヒートアイランド対策，校庭の砂ぼ
こりの減少，芝生の維持管理を通して地域コミュニティ
の活性化を図るため，第三小学校で校庭芝生化工事，
第五小学校で校庭芝生化工事設計委託を実施します。
　ほかにも，児童・生徒が冷たくおいしい水道水を飲
めるよう，水飲栓を直結化する瑞中給水管布設替工事，
第一小学校で給水管布設替工事設計委託や第二中学校
のプールろ過機取替工事を実施します。
　そのほか，社会教育施設関係では，国民体育大会開
催に向けて長岡いこいの広場の整備，スカイホールの
外壁補修等工事，町営グランド庭球場改修工事，町営
プール管理棟塗装等工事，町営グランドトイレ改修工
事を実施します。

教育内容・教育環境の充実
　学力向上にむけて学習サポーターの配置，学力調査・
漢字検定の実施，さらに中学校での英語検定を実施す
るとともに，ＩＣＴ機器を活用した学習活動の充実を図
ります。
　豊かな心を育成するために，中学校歌舞伎教室及び
ミュージカル鑑賞を実施します。
　また，小学校鑑賞教室の実施及び小・中学校音楽鑑
賞教室を支援します。
　さらに，児童・生徒の学習活動の充実と教職員の服
務事故防止の徹底を図るため，教員用コンピュータを
教員一人に対して一台配置します。

生涯学習の推進
　平成２３年度にスタートする生涯学習推進計画に基
づき，『連携と協働がささえるまち』の実現を目指し，
各種施策を推進します。

青少年の健全育成
　子どもに感動を与え，貴重な体験ができるジュニア
リーダー事業や放課後子ども教室を実施します。
　また，地域と連携してあいさつ運動を展開していきま
す。

国民体育大会開催に向けて
　国民体育大会開催にあたり各種施設の整備をすると
ともに，国体の事業を実施しPRしていきます。

より一層充実した図書館・郷土資料館のために
　利用しやすい図書館を推進するため，昨年度から実
施している１週間程度（今年度は，５月３０日（月）
から６月６日（月）まで）の蔵書点検を実施します。また，
図書館（本館）の開館時間を午後６時まで延長すると
ともに，西多摩地域図書館広域利用，武蔵村山市との
相互利用の促進を図ります。
　また，図書館協議会を運営し，幅広く情報を収集し，
各分野の意見を図書館運営に反映させるとともに，子
ども読書活動推進計画に掲げた各種施策の実現を目指
し，推進していきます。
　（仮称）長岡コミュニティセンター図書室へ，長岡図
書室を移転します。
　郷土資料館では，常設展示の充実を図るとともに，企
画展，出前資料館や小学校での出前授業を実施します。
　また，新たな郷土資料館の整備に向けて，土地の取
得，基本設計委託を実施します。

◆学習サポーター，学力調査，漢字検定，英語検定，
中学校鑑賞教室（歌舞伎・ミュージカル）は防衛省
の補助金（再編交付金）を活用しています。

 施設名 工事内容 工事期間（予定） 問合せ
 瑞穂第三小学校 校庭芝生化工事 平成２３年６月～１０月 教育課（☎557-6682）
 瑞穂中学校 水飲栓直結化工事 平成２３年７月～１１月 教育課（☎557-6682）
 スカイホール 外壁補修等工事 平成２３年５月～平成２４年３月 社会教育課（☎557-7070）
 長岡いこいの広場 国体競技会場整備工事 平成２３年６月～平成２４年１月 社会教育課（☎557-8019）
 町営グランド庭球場 改修工事 平成２４年１月～平成２４年２月 社会教育課（☎557-7071）

平成２３年度の主な工事予定


